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• ① 2年＿ 組-' 　　氏名 土

期日 令和4年1 0月29日（土） テ ー マ ＝次元培養法

場所 南冥3F 化学室II 指導教官 東北大学大学院 工学研究科
教授 珠玖イ―先生

ー 実験記録（機材、手順、実験内容など）

O I＼ンキ'’;.. 7"ドロッ7゜；奇eが
ス 7ェロイド'f 11 ぅう

紐胞懸；り長を20µl’”

デ( `9 :3 の蓋の内町 9て．寇とL、元＂ィ刃也：辰す
↓ 

Ln如胴t't砂9"”‘1バ
’
冗

①三ギ墳7f:々’J約を作 :

9 、
s;

らi 辺に社11誌め．／ ＇｝め＜
↓ 

く ＇）たいr:.をf'分I-� 冗む酎｀怠ft <,A、ル3

加ラウム：底れをか1]知9
心

"-介
，

⑥
 

邸広か
9

1:.9.rる

7 了 1 /\口 ;l下
、
のヶ

＇
iしを作；ク

心7ィ ILム上にアILf
‘ヽ

；感ヽキトすシの社、；釦クf9 う
↓ 

t°シでットが2ヽ｝のt h t合伍•？らgl3上げる

2＿
①
 

②

． 

実験から解ったことや疑問点
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3　語義メモ
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塘寛厚藩、鰭鉦姉拒. ,嫡藍緋繰上二重覇

4　感想

巨S細蝿lこついて、小しみか{)自主。工曾細鱒がノーベIし常竜と,短

いう大まかなこと棚¥邦子抹′れ1。.今纏轟∴自縛鰭の研究がも?と遼

ん工’あ、轟壁駈巌やテ舐暗証轟轟¥もし夙けいと燭与と、と了も

都や高です。今日・三二極媒轟高言寮そ初めて廟増し串傭内で
起こ言でいるこ彊邦画鮮卑鱈説量、師摘駿の在れ畑で構笑め、
曹轟棚薄の粥,善雷鳴も和、と博子ま高静脈蕃璃聾のモ轟と萄言で。ろ

こ招¥ち、も亮鄭出生で旧いと巌いぶし得Q押し串藤が樽単

に申・両肌善こ黒繋撞帝諸士置諒だ人語こう補と言われた

のて萄机、塵韓言辞鮮音したか穴子か¥つにこ擁†ありましたo　ビバ
、ソトマンの穂摺可部はし予言勧噂壷士い車、ぷ信頼●再三千㌦話し龍。




